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　 こ れまで の LHD 実験にお い て，ペ レ ッ ト入射は高効率な燃料供給手段

として用 い られ ，良 好な閉じ込め特性を保っ たまま LHD の運転領域を高密

度領城に まで 拡張するこ とに寄与した．一方，ター
ゲ ッ トプラズ マ の 温度が

高くなるとペ レ ッ トによる燃料 効 率が低くなる傾向がみられた，ここで は ペ レ

ッ トの 溶発挙動とその 後 の プラズマ の 挙動に つ い て報告する．

　 ペ レ ッ ト溶発領 域からの H α 強度測 定 の 結果から推 定され るペ レ ソトの プ

ラズ マ へ の侵入 長は 電 子に よる溶発過程に 加え，NBI 加熱に起因する高速

イオ ン （− 150keV ）による溶発 過程 を考慮した中性ガ ス 遮蔽 （NGS ＞モ デル

によっ て ほぼ説 明 で きる，しか し，ペ レ ッ ト入射直前と 10ms 後 の 密度プ ロ フ

ァ イル の 差か ら求め た ペ レッ トの デポジ シ ョ ン プ ロ フ ァ イル は H α 強度測定に

よるペ レ ッ トの 侵 入長よりも浅い 傾 向が見られる．

　 溶発 中の プラズ マ の 挙動を図 に示 した，ペ レ ッ ト溶発 中は周辺 の 密度，
コ ア の 密度ともに上 昇して い る，ペ レ ッ トの溶発後コ ア部の密度上昇は止 ま

り，急激に減少し始めるの に対 して周 辺部 の 密度は溶発 終了後も上昇を続

け，400 μs 後コ ア部の 密度減少と周辺 部の 密度上昇が停止 する．また溶発

終了後 の 同じ時間 に周 辺部の H α 発光強度，ダイバ ー
タ束も上昇 しており，

ペ レ ッ トに よっ て コ ア部に 供給され た質量が周辺 へ 吐 き出されて い る と考え

られ る．こ れ らの 密度再分 配 により実効 的なペ レ ッ トの 燃 料 効 率は 40 −

90 ％ となっ て い る．
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図　 ペ レ ッ ト入 射 中の 放電 波形 ．
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1 ．は じ め に 　LHD の 「開 い た 」ヘ リ カ ル ダ f バ
ー

タ 配位 に お け る ダ イ バ
ー

タ プ ラ ズ マ

特性 に つ い て 、昨年行わ れ た 第 3実験サ イ ク ル に お い て 得 られ た デ
ー

タ を中心に 報告 す

る。第 3 サ イク ル の ダ イバ ー
タプ ラ ズ マ 計 測 の 眼 目の

．
つ は、ヘ リカ ル ダ イバ

ー
タ 配位

の 3次元 構 造 を明 ら か にす る こ と に あ っ た。外 側 ボ
ー一

ト近傍、内側 ポ
ー

ト近 傍、及 び 下

側 ポ ・．
ト近 傍の ダ イ バ ータ板 に それ ぞ れ 16ch 、の 静 電 プ ロ

ー一ブ を設 置 した．
2 ．ダ イバ ータ へ の 粒 子 束 分布　ヘ リ カ ル ダ イ バ

ー
タの 3次 元構造 に つ い て は ．β値

へ の 依 存性 が 観測 され た。LHD で は 第 3 実験サ イ ク ル で 2．4 ％ （B1＝1．OT ）まで の β値

が 達 成 され て い るu 図 1 に 、規 格 化 され た ダ イバ
ー9 粒 子 束 の β値 へ の 依 存性 を示 す。

ド側 ポ
ー

ト近傍 の ダ イ パ ー
タ板 へ の 規 格 化 ξ九 た粒 子 束 が、β値 の 上 昇 に つ れ て 大 き く

増加 して い る 、即 ち、ダ イバ ー．タ へ の 粒子 束分 布が 変化．して い るこ とが分 か る。β値 の

上 昇 に よる シ ャ フ ラ ノ ブ ・シ フ トに よ LO．
．
ド側 ダ イバ ・一タ へ の 粒 子束の 割 合が 大 きい 磁

気 軸配位 に 近 い 磁 場 配位 に 移行 して い る 9 亅
．
能 性 が あ る 。

3 ．周 辺 部統 計 的磁 気 面 領域 に お け る 輸 送 　周 辺 部 統 計 的 磁 気 面 領 域 は 、閉 じた 磁

気面 で は な い が ．トム ソ ン散乱 司測 で 得 ら れ て い る 電 子 温 度分 布 は 、最 外 殻磁 気 面 を 境

に 大き く傾 きが 変わ っ て い る こ とは ない 、ダ イバ ー．一タ 板前面の プ ラ ズマ 中の 電 子 密度、
温 度は、最外殻磁気 面 近傍で の 値 に 比 べ て 大 き く低 ト して い る が、統計 的磁 気面領域外

周近 傍 の 値 に 近 い ．，ま た、ρ＝0．8 近傍 、最外 殻磁 気 面 近傍、ダイ バ
ー

タ プ ラ ズ マ 中 の

電 子 温 度 の 比 は 、十 分 な 加熱 入 力 が あ る 場 合 に は 線 平 均 電 子 密 度、加熱 入 力に よ らずほ

ぼ
．一

定 で あ る こ と が 観 測 され て い る t／

詳細 な解 析 結果 は ポ ス タ
ー

に て 報 吉す る。
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図 ユ　 β値 に よる ダイバ ー．タ へ の 粒子デ ポジ シ ョ

ン 分 布の 変化。縦軸 は ．外側 ボート近傍の ダ イ

バ
ー

タ 板 へ の 粒子束で 規 格化 し た 内側 ポ
ー

ト近傍

〔○ ）、下 側 ポ
．一

ト近傍   ）の ダ イバ ー
タ板への

粒 了
．
束、β値 は 反磁 性 計 測 か ら得 才しらた 数 値。水

素放電、B ＝1．0 −2．7ST 、磁気軸 3．6m の 磁場配　　　　 　
位。デ

ー
タ 点 は β価 最大 時の 値，
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